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成果の概要

本プロジェクトの成果は以下の３点である。
第１に、連星系形成を高解像度数値シミュレーションで調べるために、解適合格子を用いた数
値シミュレーションコードを開発した。解適合格子には様々な流儀が存在するが、本プロジェク
トでは、ブロック構造型格子を採用した。解適合格子コードの流体部分は完成しており、連星系
形成の問題を解くためには、今後自己重力を考慮する必要がある。
本解適合格子コードは負荷バランスが考慮されて並列化されている。一般に、解適合格子は格
子の生成・消滅を繰り返すため、負荷バランスの制御が難しく、データ分割が不適切になるとノー
ド間のデータ転送量が増え、計算の効率が悪くなることがある。この問題を回避するため、本プ
ロジェクトで作成したコードでは、(1) 全てのブロックが同じセル数を持つ構造格子とし (c.f.,
ASCI/Flash)、(2)ヒルベルト空間充填曲線を用いることにより適切な負荷バランスと転送量の大
幅な削減を実現した。
第２に、従来の３次元多層格子法による星形成の研究を引き続き行い、分子雲コアが収縮す

る過程での、星間磁場による角運動量輸送・アウトフローと円盤の形成を調べた (Matsumoto &
Tomisaka 2004)。この結果、磁場と回転軸が非平行の場合にも、磁気トルクは角運動量の磁場に
垂直な成分を選択的に輸送し、磁場に平行な成分だけが原始星に残される。したがって、分子雲
コアはその収縮の過程で、磁場と回転軸が平行なモデルに収束する。さらに、磁気トルクによる
角運動量輸送の輸送には、アウトフローの形成が重要であることもわかった。
第３に、上記多層格子法を２次元軸対象に改造し、軸対象の仮定のもとで、銀河団ガスを伝播

する弱い擾乱が、乱流に発達する様子を調べた (Fujita et al. 2004)。乱流は銀河団ガスをよくか
き混ぜ、銀河団コアのクーリングフローを抑制することがわかった。擾乱の波長が長いほどまた
は、擾乱の振幅が大きいほど、この効果が大きいことがわかった。さらに、乱流が Astro-E2に観
測される可能性を調べた (Fujita et al. 2005)。


